
／

・
古
書
古
人
　
㈹

〆
　
　
ン

，
落
・
葉
・
社
・

〆
　
，

桑
　
原
　
伸
　
介

　
：
・
明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日
、
馳
二
十
六
歳
の
私
は
七
十
歳
の

父
を
奉
じ
て
大
阪
か
ら
東
京
に
養
喉
と
堺
利
彦
は
そ
の
自
信

　
に
書
い
た
。
こ
の
年
の
春
．
母
を
亡
な
っ
た
利
彦
は
大
阪
を
引
き

∫
払
い
老
父
を
伴
な
っ
て
n
前
年
東
京
に
移
っ
て
い
た
兄
欠
伸
の
も

．
7
ど
に
一
家
合
流
じ
た
わ
げ
で
あ
る
コ
，
兄
弟
と
も
ど
も
大
阪
時
代
か

噛
圏
，
ら
引
続
い
て
の
新
聞
記
者
仲
聞
と
の
交
友
が
始
ま
っ
た
。
利
彦
の

、
筆
を
借
り
れ
ば
、
づ
ま
り
一
，
つ
の
友
人
団
体
で
あ
0
1
、
社
交
倶
楽

“．

狽
ﾅ
あ
ρ
た
、
》
落
葉
篤
信
，
一
．
つ
の
文
芸
団
体
で
あ
っ
た
∵
訪
み
い

　
一
は
む
し
ろ
「
つ
の
俳
句
会
で
あ
っ
た
、
折
折
集
会
し
て
皆
が
フ
ザ
・

＼
け
な
が
ら
俳
句
を
作
っ
て
い
た
、
し
か
し
必
ず
し
も
そ
れ
が
主
眼
．

　
で
な
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
（
時
億
清
国
と
小
う
大
国
を
相
手
・

　
の
初
め
て
の
対
外
戦
争
に
う
ち
勝
ち
、
日
本
の
資
本
主
義
が
上
げ
’

　
三
巴
乗
口
う
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
新
聞
竜
ま
た
」
昔
前
の
政
論

　，

V
聞
か
ら
営
利
本
位
の
時
代
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
読
者
維
持

　
の
た
め
に
は
興
味
あ
る
紙
面
を
用
意
せ
ね
ば
庖
ら
な
い
。
・
そ
の
た

、
㌧
め
詫
〃
ビ
を
振
，
っ
，
詰
り
挿
絵
を
入
れ
た
ひ
∵
濁
る
い
は
一
，
篇
な
炉
－
，

　
，
，
七
二
篇
の
小
説
．
・
講
談
の
連
載
が
欠
か
ぜ
な
い
条
件
に
な
っ
た
。
、
、

こ
ケ
し
た
舞
台
裏
に
ご
・
れ
ら
の
雑
報
・
小
説
の
筆
を
と
っ
た
文
士
㌔

兼
新
聞
記
者
の
存
在
が
あ
っ
た
。
落
葉
社
同
人
は
、
、
つ
ま
回
そ
う
馳

し
た
記
者
の
一
群
な
わ
け
で
あ
る
。
’
、
随
時
同
人
宅
に
集
い
寄
っ
て

は
海
苔
一
帖
酒
一
升
に
歓
を
呼
び
、
、
発
句
や
歌
仙
を
ヒ
ネ
リ
あ
、

　
つ
た
9
そ
の
折
折
の
集
会
記
や
作
品
が
朝
野
新
聞
ど
東
京
新
鉱
に

掲
載
さ
れ
て
、
い
る
。
た
だ
し
同
一
名
で
は
営
利
上
面
白
く
な
か
ろ

う
と
い
う
わ
け
か
、
、
枯
川
は
由
分
子
、
翌
月
ば
二
木
子
、
天
涯
は

．
田
モ
と
い
う
尋
ヶ
に
名
を
変
え
て
い
る
ゆ
、
常
連
の
中
で
＝
、
一
判
然

し
な
い
入
が
い
る
が
、
簡
単
に
紹
介
す
れ
ば
、
小
林
蹴
月
、
加
藤
’

眠
柳
は
と
も
に
め
ざ
ま
し
新
聞
改
題
し
て
東
京
新
聞
、
堀
紫
山
は

’
玄
理
築
ン
永
島
泳
洲
、
杉
田
天
涯
と
竃
に
朝
野
㍉
、
兄
の
本
吉
欠
伸
は

・
都
、
弟
の
枯
求
償
利
彦
ま
た
実
業
新
聞
の
記
者
で
あ
り
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ロ

乱
雲
之
あ
る
は
況
弟
の
老
父
堺
得
司
で
吻
る
。

落
葉
社
漫
吟
東
京
新
聞
ド
朋
治
二
十
八
年
十
二
月
十
入
日

、
落
葉
社
は
心
を
以
て
交
わ
る
竜
の
な
ゑ
勾
の
為
め
に
集
る
も

、
の
に
み
ら
ず
、
其
の
漫
り
に
吟
ず
る
所
「
必
ず
し
も
絶
調
た
ら
ん

・
を
期
ぜ
ず
。
只
同
人
影
野
の
間
、
お
の
ず
か
ら
情
臨
め
備
わ
る
を
、

覚
ゆ
る
の
み
。
．

　
山
茶
花
や
空
家
の
壁
は
落
ち
に
け
り
　
「
・
ヒ
　
　
蹴
丹

　
囲
み
て
も
翁
の
頭
巾
小
十
年
　
　
　
　
　
．
　
　
　
噛
枯
川

　
独
居
て
ひ
と
つ
千
鳥
を
聞
く
夜
営
　
一
　
　
「
　
．
　
・
黄
雲
．
，

　
山
茶
花
や
裾
裸
の
か
か
る
裏
長
家
　
℃
　
　
　
’
　
天
涯
．

「
．
二
〇【



／
，

「
荒
海
に
星
あ
か
き
夜
や
聴
く
千
鳥

何
や
ら
の
模
様
か
浪
に
磯
千
鳥

ヒ
小
按
摩
に
借
さ
ば
ド
や
夜
の
投
頭
巾
，

紫春眠
山曙柳

落
葉
社
漫
録
　
朝
野
新
聞
　
明
治
二
十
八
年
十
二
且
二
十
七
日

　
俳
句
第
二
小
集
。
と
の
夜
月
い
と
黒
く
「
風
は
等
角
に
吠
え
、

や
が
て
は
ら
は
ら
と
櫓
端
を
叩
く
時
雨
な
り
漁
田
子
ど
艶
然
子
と

「
相
対
七
て
火
桶
を
擁
し
、
夜
も
寒
き
に
阿
人
の
よ
く
集
い
来
べ
き
「
∵

や
な
ど
打
語
ろ
う
つ
や
が
で
が
ち
り
戸
を
蹴
放
た
ん
ば
か
り
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ト
　

り
来
れ
る
は
由
分
子
つ
続
い
て
神
子
．
巴
且
子
。
お
お
寒
し
と
ま
、

．
ず
火
桶
を
奪
プ
ク
。
、
米
子
一
二
木
子
ま
だ
奎
り
ぬ
ρ
一
座
す
べ
て
七

人
な
り
。
例
の
，
一
升
の
酒
は
す
で
に
そ
の
三
分
を
傾
け
、
二
帖
の
・

海
苔
ま
た
四
五
分
を
や
噛
み
尽
さ
れ
け
〃
。
」
（
以
下
略
）
・

落
葉
社
漫
吟
　
東
京
新
聞
・
明
治
二
十
九
年
一
月
十
六
目
・

．
忙
裏
爾
を
．
欲
し
、
索
居
友
を
思
う
は
人
心
自
然
の
経
済
な
ゆ
。
ノ

，
同
入
港
《
貧
に
七
て
、
衣
食
に
役
役
た
℃
．
語
物
往
復
⑳
便
あ
り
～

一
と
錐
庵
、
炉
辺
燈
下
∵
．
相
会
し
艶
語
り
、
、
世
の
お
か
し
き
こ
と
、

．
は
委
な
き
こ
と
ど
も
を
ケ
ら
な
く
云
い
慰
む
べ
き
時
の
稀
な
る
を
」

，
憾
む
。
第
三
小
集
は
去
る
十
一
目
の
夜
、
銀
座
眠
柳
庵
に
開
か
れ
・

・
き
、
同
入
み
な
和
気
を
帯
び
「
桜
花
な
き
も
，
一
室
巳
に
春
な
り
。
～

況
ん
や
酒
あ
り
肴
あ
る
に
於
い
て
お
や
コ
・
ヒ
．
，
噛

　
噛
折
折
億
戦
士
の
響
動
ゆ
く
野
梅
哉
，
　
・
　
　
，
天
涯

　
霜
解
け
や
目
の
さ
す
縁
や
鉢
の
梅
　
　
，
　
「
」
枯
川
，

F
川
下
の
水
も
香
る
か
岸
の
梅
～

．
梅
の
下
硯
に
酒
を
分
か
ち
け
り
，
’

藪
入
や
母
に
教
ゆ
る
京
言
葉

庇
か
ら
落
ち
た
ら
し
い
そ
猫
の
恋

眠欠画眠
柳伸右軸

落
葉
社
降
癖
墓
薪
聞
崩
治
二
＋
九
年
一
盛
二
＋
三
道

　
落
葉
社
業
辺
小
集
を
新
笛
街
蹴
月
庵
に
開
設
、
誤
題
を
眠
柳
に

選
ば
し
む
。
眠
柳
蹴
月
の
．
「
発
句
初
学
び
」
を
縮
意
、
」
紙
衣
、
手

鞠
、
水
鳥
と
定
む
。
㌧
措
速
を
以
て
称
さ
れ
た
る
天
涯
は
筆
を
ど
つ

・，

ﾄ
忽
ち
届
句
、
忽
ち
に
ル
℃
二
句
…
…
。
即
吟
を
以
て
称
ざ
れ
た

煮
紫
山
隔
意
に
椅
吟
て
悠
悠
茶
を
喫
し
・
塩
煎
餅
を
速
道
、
し
ぎ
、
噛

、
り
に
例
の
素
謡
を
弄
し
て
衆
を
し
・
て
苦
吟
す
る
の
閑
な
か
ら
し
め

ん
と
す
。
天
涯
と
土
野
に
拙
速
二
幅
対
を
称
さ
れ
た
る
欠
伸
は
天
涯

、ど

ｪ
三
疎
影
レ
て
既
回
数
型
認
め
ぬ
。
鳴
か
ば
人
を
蒙
さ
ん
，
・

・
と
亘
り
に
筆
を
ど
ら
ざ
鷹
島
庭
紙
と
筆
ど
を
呼
べ
り
。
紫

、
山
．
・
．
匠
於
い
て
か
、
，
警
渡
瀬
し
て
い
わ
態
態
し
姓
を
遅

塚
と
せ
ば
号
を
霊
堂
に
改
め
ル
か
な
と
。
潤
た
め
に
暎
然
つ
．
肱
を
’

舳
叢
論
七
ぞ
眉
を
蔑
め
天
涯
と
次
伸
の
早
業
雲
呑
す
嘉
「

月
あ
り
、
時
に
格
子
戸
は
か
つ
然
と
響
ぎ
ぬ
。
1
衆
わ
れ
に
返
軌
謂
．

∵
況
ム
《
、
永
洲
の
後
れ
・
て
来
れ
る
な
ら
ル
と
つ
あ
光
か
も
よ
し
杯

、
盤
は
留
れ
り
」
ゆ
雑
談
は
再
び
潮
の
ご
と
《
湧
き
圏
出
庫
ぬ
。
．
出
詠
の
，

．
句
は
婆
．
説
㌃
。
梧
川
杯
を
放
喪
覆
霜
解
ナ
。
衆
砦
い

・．

ﾍ
感
じ
て
こ
れ
を
買
い
一
・
詰
る
い
は
嘲
っ
て
亡
れ
を
退
け
、
黙
る
㌦

．
仙
．

．．

O【
〆
　
　
　
　
層



ノゴ

　
い
は
失
笑
し
て
涌
出
三
者
を
反
問
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
：
小
ざ
き
手
に
ヤ
、
ッ
と
持
ち
た
る
手
鞠
哉
・
．
　
　
、
欠
伸
．

　
　
　
母
親
に
吟
わ
せ
て
つ
く
手
鞠
哉
　
　
焦
，
　
、
．
　
、
　
北
爆
－
，
㌦

　
　
，
関
取
を
禿
の
な
ぶ
る
手
ま
沿
か
な
〆
，
∬
．
－
　
　
　
ヒ
眠
柳
、
’
　
＼

　
，
＼
振
袖
に
汰
れ
ぎ
ヶ
七
う
な
き
手
鞠
哉
　
ド
．
・
ズ
・
詰
、
・
’
枯
川
　
・
一
ご

・
　
　
大
奥
を
語
る
老
嬬
の
手
ま
り
如
返
－
　
　
、
　
－
，
　
眠
柳

　
　
・
水
鳥
や
千
年
の
興
亡
鴻
の
台
．
、
、
　
’
　
－
　
　
　
　
紫
山

　
　
、
聴
官
の
孫
と
梅
見
の
紙
衣
か
な
．
　
ゴ
・
「
　
∫
・
紫
山
「
　
、

　
　
　
，
水
鳥
や
あ
ま
の
さ
げ
ゆ
ぐ
小
徳
利
・
　
．
　
・
、
－
天
涯

　
　
∴
水
鳥
の
一
羽
ず
つ
詰
る
土
橋
か
な
、
．
「
～
」
．
，
　
F
枯
川

　
　
・
，
一
・
鷹
揚
な
話
さ
び
し
き
紙
衣
か
な
　
　
＼
，
’
、
㌘
一
　
永
洲
．

　
　
，
其
声
よ
姿
よ
節
よ
手
ま
り
つ
き
・
　
～
　
隔
、
噛
．
　
永
洲

　
　
歌
仙
行
　
東
京
新
聞
　
朝
治
二
十
九
年
四
凋
晶
口

　
　
’
こ
と
し
衣
更
月
の
初
め
、
浜
町
な
る
紫
庵
を
訪
㊨
て
枯
川
と
俳
’

　
・
譜
歌
仙
表
六
句
を
興
行
し
、
ま
だ
永
無
庵
を
訪
ね
て
三
雲
翁
と
裏
、

、
．
．
＋
二
向
を
讐
醜
そ
の
後
名
残
霧
を
添
え
て
、
暮
を
七
め

　
　
，
絃
と
欲
七
、
お
な
じ
月
の
末
の
入
日
，
浅
慮
町
眠
風
窓
の
庵
を
訪
・

　
　
い
け
る
に
、
此
日
の
午
前
、
翁
人
と
碁
を
囲
み
、
勝
敗
を
争
う
の

　
　
際
、
脳
出
血
を
発
し
て
卒
然
倒
れ
、
入
事
不
省
、
其
夜
つ
い
北
逝

　
　
き
給
え
焦
．
翁
が
生
前
⑳
茎
、
三
北
語
り
て
、
．
誘
歌
仙
を
暮

　
「
ど
し
責
ぬ
て
も
の
心
や
塗
と
し
つ
．
。
　
　
加
藤
米
司
（
眠
柳
）
識

　
　
　
5
ぐ
い
す
や
杉
垣
つ
づ
き
五
六
軒
・
　
∵
・
　
，
　
枯
凡
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
’
β
永
に
ふ
え
る
遊
び
友
達
・
～

p
勘
右
工
・
門
ど
長
左
工
椚
と
が
海
苔
干
七
て
，

　
、
捨
て
た
碇
に
浪
の
か
ぶ
さ
る
．
源
．

－
面
白
や
笛
も
聞
え
て
望
の
月
．

．
㌧
風
は
吹
で
も
虫
ぽ
聴
く
な
り

「
水
枯
れ
た
川
を
隔
て
て
代
官
地
・
・

　
　
今
旧
も
丁
稚
は
叱
ら
れ
て
居
る
・

美
濃
行
の
状
を
向
う
る
飯
食
う
て
．
，

　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
口
を
離
船
ぬ
し

霜
柱
㊧
ち
で
き
ち
っ
く
朝
ぼ
ら
け
、
一
．

　
－
水
車
の
音
の
遠
く
聞
え
る
，
r
’
．
，

峠
ま
で
「
上
れ
ば
†
謬
言
の
澄
む

　
　
萩
と
桔
梗
は
今
が
活
”
頃
・

覧
東
京
の
団
九
郎
も
来
て
秋
芝
居

　
　
飛
白
の
着
初
ゆ
鳥
居
潜
り
ぬ
・
」
コ

　
　
　
　
　
　
層
ざ
　
「
、
，
ゴ
　
（
以
下
略
）

雲．柳雲、柳
　　　　　　　　眠眠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・眠

柳自脈雲柳雲柳朔柳川柳

「
一
、

　
層
落
葉
社
の
中
心
で
お
っ
一
た
利
彦
は
、
前
年
十
月
淀
創
刊
し
た
ば

か
り
の
実
業
新
聞
が
．
つ
ぶ
れ
（
の
ち
再
刊
ψ
」
浪
人
で
あ
っ
た
つ
そ

「
の
利
彦
が
新
た
に
福
岡
日
日
新
聞
に
職
を
得
て
九
州
へ
去
る
と
、

，
自
然
落
葉
社
は
立
ち
消
え
た
よ
・
穿
で
あ
漏
。
才
華
を
謳
わ
㊨
た
兄

欠
伸
が
結
核
で
死
ん
だ
の
は
こ
の
翌
年
で
働
る
コ
三
十
三
歳
で
あ
．

馳つ

ｽ
。
「
（
ぐ
わ
ば
ら
・
の
ぶ
す
け
・
怯
法
律
政
治
課
憲
政
資
料
室
主
査
）
．

、、

�
f

」
ミ

・
・
｝
F
噛




